
；二面　太平洋産サンマαあわぬ助言化（β仰00〟）

の生態学的研究－Ⅰ．

AecologicalstudyofCbゐhbtssaira（Brevoorl）

in the Pacifjc Ocean－1．

久　　保　　雄　　一

CcZoklbissaiTt7（LWevoort；，isakindofcommercial，yimzx）rtarrtfishfoundabandahtly

jnthePacificO聡an・theJapansea・andthe Ocotiksea，SarOundingJapan・Inthispap－

erthe authorexaminedaecologicalstudy on thetx）dy－1ength distribution，SeX ratio，

the relation betweenthe bodyLIength andbody－Weight，meristiccharactorsofnumberof

thevertebrae・thedoasalfinIets・anqtheanalLin】ets，andrelative grGWth betweenthe

Podyrlengthandineach partofbodies，WhjchwassampIedoutofstockwhe，eismi占＿

JatingtosollthinTohokuar早aOfJapanfroma11tumtOwinter1951．

太平洋壷サンマの生態に関しては戦前に若干の文献が認められるが広汎な生態の記軌こ欠ける低

みがある。1951年以降にはサンマの生活史全般に亘る可成わ広汎な組級的研究が推進される様に

なり・天の結果極めて飛削勺に生態全般の知詮は檜大して釆たが碕多くの鮎で今後の研究に僕たね
はならぬ耽態にある．

此慶では1951年に寛北海贋水産研究所と協同で貰施した肇蘭調値の結果から、伸長分布、性比

Meristic charactor相封成長等資源の研究に必要な生物学的基礎事項に裁て調べた結果を報告す

る。本調方に関し市場測定を捧富された東北水軌川崎陸兵に深謝する。
1．サ　ン　プリ　ン　〆

調そF港　　　　　　　　那　珂　湊

漁場の怒別　　　近海魚群と泊海魚群を朗別した0夫の境界は黒潮北上分派水塊の中心部（各

恩の等混練鼠形の尾棋偉いの線）を以てした。亦東径150。以来の沖合群も近海魚群と鮒け

る。同じ泥海漁場でも漁場の分化した時は之も層別ける．
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漁船抽出比

1／11

1／5

】／8

1／5

1／6

魚浣抽出比

1／60

1／50

1／50

1／50

1／40

魚体の柚と11　　1寵から10亀づつラムグム　サンプリン〆する。

2．材料及測髭

昭和26年9月～12月に猛り東北海区で火花利用樺受窮漁具に使わ漁獲されたものを封象とした

くの）



体長組成用標本74群3250　尾及び各部測定標本35群718鳥である（Tablel）。体長組成甲

標本の全部及び各部測定模本の大部分は生鮮標本に依り．他はフォルサリン演榎本に依った。此際
フォルマリン固定に依る歪みの効果は除去してない。

3．体　長　分　布

北海道近海に於て鱒，日本海サンマ模本の体長は学峯の分布を示すのか特徴であり、オホーツク

海ではBimodalた分布を示し・太平洋では】9cm及び2おnに夫々Modeの認められるRhト

Odalな型を示すものと考へられるい。東北海区を秋から冬の問南下するStockに就ては1瑚

年以降畢峯の分布を示すのが特徴であるとされて居る2）3）j）5）¢）7）

弘一萱富鉱
TabIa3．

得られた模本分布は18cm～3女m闇にあわ、大部分

は2訣m～罰km間に属し群平均値は23．36cm～29．07

⊂m間に認められ．各群共にModalな分布を示し（Ta－

blel）、．垂材料の体長分布も28cm　に山のある単峯の分

布を示して居る（Fig．1）。

各群間の群内分散の換定の結果は群間に極めて有意な

差のあることが示されたから（Table．2）、群内分散旺

Homogeniot【S　と認め得ない。此れは魚群集団構造の復

雑性に依るのか、感は：Samplingerrorに基くものかセ

あろうが恐らく雨着の重複したためであろうと考へられ

る。

So＝lrCe O亡

，arhがol】 笠鳥l　㌍霊

Ana7y壷of varialCe Of bodY】englh d如rb．tion王n each group．

若し本質的に分散の異った群の存在が腰定されるならば、夫れは同一のParameterを持った同

一母集団よりの抽机模本と認められないが、此場合統計処理の結果のみから無意味とすることは出

兼ねと考へて、群間の差の検定の錯某は極めて角意である（Table．3．）。従って東北海区のサン

マの産卵期及び産卵場に就て或程度の分離が認められるのは確賓であり、相首長期間且『範産に亘

る事が推竃される。亦母比を異にした幾つかの：　群lの存在が考へられ此間の群の交流は極

めて盛んてあろうと推定される。

兼　説a嘘ard」印gth：下顎先端よわ尾堵肉質部末端迄の長さ

（叩）
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笠l三二．恕㌘　　〟叫〆

日本海のサンマに裁ては性間に差が認められ．

雌は雄に比し大きい享が報告されて居るか1）、

Fig・2の懐本でも性闇の星は臨めて有意である．…

ことが認められて居る。珊中名）は雄より雌は体

長が大きく．生長が良好であると推足し．久保5）

は鱗に依るScale－reading　の結果1st．ring～

6th・ring迄は雌は雄に比L ScaleJengthが

棺大きい事を観察して居る。ここでも雌は膳に此

し・明かに魚体が大きい事が認められるから・雌は雄に比して生長が渦良いのかも知れない．

蹄島6）妊東北海区を秋から冬の間南下するサンマの体長絶境を調べた結果，同一漁期中に獲ら

れた各漁場のものを比較して、低緯度の漁堤のものは高緯度のものより大きいとし．亦同一漁執。

体長組成を比較して、漁期の進むに従ひどの漁場でも次第に小型の体長組成になる事を指摘し．大
Tab■e．　4．

Ana’ys由dTar如CeOfh中】engthd血tribudonine祉hIeglOn．

笈．筍
‾■タ4・

型魚は早く南下する傾向があると推定した。ここでは6つ

のRegion　の体長分布を調べた結果極めて有意な毒を認め

た（Table4）（Fig・3）b従って厚岸で最も小さく、彗星噂

鹿島灘で最も大きくなる事が露められる。亦比較的漁期

の長かった机噂・金華山・塩屋昭■鹿島灘で各々5日間旬の

体長分布を比較した結果は極めて有意である（Table・5）

（Fig・4）。即ち各Regionでは早い漁斯に大型魚が．遅く

なって小型魚が南下する傾向が認められる。特に金華山と

塩屋崎でその傾向が著しい㌧

（72ナ



Table．5．

KinbAan．

慧諾意I D讐品孟

Kashimanada

AnalJSisof arianceofbolylepがh：d：stribJt’onineacbseas9▲1．

1．牲　　　　比

標声毎の性比の値及び95％信頼区間はTabl占・6に示した．侶研応間は陛比の抽出分布が二項
分布であるとして算出した。

此場合

Xe≒ 鼻（Xlj一文．．）望
Xl．

F＝Xソn nl＝（m－り（k一一1）　n空＝00

であるから各模本に放ての　ガ／n＝1・165　　　即ちα0．Ⅵ＞ガ／n　＞α…　で有意とは認め

られぬ。従って母比を同じくした母集司からの無作為標本であると．の搭無仮説は乗卸し僑ない．

此場女癖計の重みづき標本比は不偏推定値として適当である。

（卿）



Table．5．

Kinb▲an．

S9urCモOf Degree of
Yarlation l frdom 訂言霊　j B喜怒

Ka等hi印且nada

Anal∫dsdv訂i皿αdhlyIeD釦b：distribユー’onineacも弓eaSOコ・

4．位　　　　比

標本屈の性比の簡及び95％信頼障間はTabld・6に示した・信額癌間は性比の抽出分布が二項

一分布であるとして算出した○

此場合

＼∴ 見（Xlj一夏．．）℡
Xl，

F＝Xソn nl＝（m－1）（k一一1）　nっ＝加

であるから各標本に放ての　X空／n＝1・165　　　即ちα0．防＞ガ／n　＞嘲川・■で有意とは認め

られぬ。従って母比を同じくした母集笥からの無作為凛本であると．の悟無限説は乗刺し膚たい．

此場料癖計の重みづき療本比は不偏推定値として適当である。

（獅）



Table．6．

太平洋産サンマに就ては姓に比し雌は楯少小事が既に認められて居り4）1）き）10）・日本海及びオ

ホーツク酢も同様の事実が触られて居る1）。併し・1949年に雄が雌より柁少小事も報郎れ

て居る11川）。Table・6では群柏4旭で雌は畔い。従って一椴に妊雄に比し雌購少い

のであろうと考へられるが・生鄭勺に特異な年には雌の多い年もあるのであろう。1

体長（Lc・m・）と相（W如との関係にはn及び柁定数として仙me坤の式W＝Ⅹ・Ln

が適用されるい既に定数n及びk忙就てほ　崇慧罠二

が得られて居るがLの測定呪準が異るので極めて不便である。本欄では
W8＝0．00187La a・2泌7

W♀＝0．（0164L♀R・野封

が得られた（Fig・5）。回帰分析ゐ結果は雌雄共檻固停項は断て有意である（Table・7）。

（閏‾）
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AnalysisofcovaTiancet＊仲eenthebody

le喝沌＆body weigllt．

b′－b

Se／S（Ⅹ8：XS）2＋S彗／S（Ⅹ9－官学）ヨ

＝0．5307

だから　t川＞t＞to．ので有意でないから雌雄の回帰係数間に本質的な差はないものと考へられ

る。従って雌雄別に扱っても此場合給わ意味はないことになる。

6．Meristic chamdor

秋季東北海届を南下するStockに平均背椎骨教を異にする群のある事は既に誕められて居か11）

日本海に於ても平均背椎骨教に異なる群のある事が報告されて居る1）。ここではほ崎から鹿島灘迄

の東北海匿の操本に革て．背椎骨単糖、常時副嘩救、轡鱒別緒教の3つのMeristicなdlamdW

～こ就て諷べカ：。

背椎骨個数は62－68間に分布し．平均背椎骨教は63・約－65・42間に認められ群の不偏分散は

0．182～lA81の範囲に認めyL．る（Table．8）（Fig．6）。各群闇の群円分散の検便の結果は群間に極

めて有意な蓋のあることが示されたから（＿Table．9）、Homogenious　と認め得ない様である。こ

れは魚群集団構造の医雑性にも依るが、一群の尾数の少小事からの　SampliIg errOr　に依るのが

原因であろう。分散分析の結果は極めて有意な2群が認められる（Table・10・）（Table・8・）。即も

金群の平均背椎骨教は64．粥で有意な2群を除いた他の全部の平均値は64・泊を示し、有意な2

弐‥　Urostyleを除く。

ゝl
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群の平均値は64・18であ。・此2群は10月中旬及び12月中旬にか塩亀崎沖に来遊して居る

（Fig．7）。

畑中・′順15）は1951年8月から翌年3月迄北海道から紀州迄の成魚の背椎骨敦を調べた緒

軋その群平均値の分布が61・67と64・93に2つのModeを示すことを認めて居るが・本桐キ

の64．労は畑中等の64・93と良く一致して宅る。亦間中等の蝕67に相当するものがここでは欠

けるが此れは標本採集の詭城及び時期の差に依るのかも知れない。ここで得られた平均菅椎骨敷

64．泊は新山・其他1。が化海道近海の太平洋岸で得た6日1より明かに大きい様である。亦有

意な2群の平均値64・18は霧多布・厚岸近海の弘41に極めて近く差はないと考へられる。

背鰭副緒数及び背黒副緒数について調べた錆果はTable・8の通りである。今冬群闇の辟内分散

の差の検定の綜黒は、群内に有意な晋は認められないからHomogeniousと考へられる（Table

ll）Table13）o分散分析の結盟は共に極めて有意である（Tab】e12）（Table14）0即ち背鰭副

（76）
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著しい不均質を意味するものと考へられる0

1∵相∵封　成．長

サン†の体長と魚体各部位間の回偉関係は一般に一次の回帰式　Y＝k十bX一或は－Y≡肘

（b及びk妊定敷）で現はせる。

（77）

鱒数では肇群の平均値は5・24

で有意な群を除いた他の全部

の平均値は5．22を示し、有

意な群の平均値は5．48及び

4．88であり　夫々10月下旬

以降の金華山以南海域に出現

して居る（Fig．7）。北水研り

妊北海道太平洋近海の棟木に

ついて5．34を緒て居るが，

これは本材料の5．22或は5

48に極めて近い。畷暗部緒

教では全群の平均値は　6．27

で、有意な群を除いた他の全

部の平均値は6．30　を示し、

有意な許の平均値償6．77及

び6．04であり夫々10月下旬

以降の金華山以南に出現して

居る（Fig．7）。北水師1）は

北海道太平洋近海の模本につ

き6．55　を得て居るが．これ

も本材料の6．30或は6．77に

極めて近い。以上に述べた各

charactorの差の瞼定の結果

は可成復雑である。背鰭副緒

敦と璽緒副徳政ではほぼ相似′

た攣異を示すことから、大俺

一定の傾向を示すかに見うけ

られるが好雄骨敵は背緒副鰭

敷及び背鰭副鰭教と殆ど一致

して居ない。従って上述の結

果からは有用た結論は不可能

で次の様な事が考へられるの

‾みで葛ろう．即ち鉄から冬の

．監禁浩瀞



1）．標準体長（RLl）と体長（B・Le）Yの鍾係　RL・l（Ⅹ）とB・L・空くY）の間には
Y＝23．97＋0．97（Ⅹ－24．98）

Table．1良

AnalTSisof CO－VarianccbetweentheB．Ll＆RL2・
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■
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が得られる（Fig．8）。回帰分析の繹果（Tab－

le．15）回帰項は極めて有意である。母回帰係数

β　と標本回嬉係数bとの任意抽出誤差17）は

t。．2。＞t＞t。＿朋で　意でない。従って母集

団について、体長の額準体長に封する回帰は存在

し、その値は大体0．920～1・020であろう。

2）梼準体長（玖L・1）と尾叉長（Bエ・3）の鵜係

B．Ll（Ⅹ）と召．L3（Y）の間には

Y＝25．28＋1．00（Ⅹ－24．98）

AnかSisofco－Va血nceh加配n伽B・Ll＆B・t′・3・

：・∫・〆′ヰ♪●
●∂0

√　　　　　　8■叫－Ll両TトlHれ・

へてこ／rt‾琴醜二‾1rlもト‾1　乱心瓜劇・ん小叫〆一イんノム〆・
●トt●▲■　　0■一■■ム

が得られる（Fig．8）。回屠分析の結奥
（Table・1（り回帰項は極めて有意である．

βと　bとの許意抽出訣差はt o40＞t＞
t o．脚　で有意でたい。従って母集旬に就て、

尾叉長の標準体長（体長）に封する回骨は

存在しiその値は大体0．998～1．OJ4　であ
ろう。

3）体長と頭長との関係
Y一昌　＝　0．3506Ⅹ8　0・別便

Y♀＝0・3317Ⅹ♀0■1醐　　一・工法・

体長（Ⅹ）と頭長（Y）との回帰溺係はAllometoryの式が適用される（Fig・9）・

半B．L．2‥下顎先端より背推骨（属下骨を含む）末端迄の長さ。

（78）



TabIa17．

♀．

AnalTSisof co－VariancebetweenthebodyJengthandheadZength．

雌雄共回仔分析の結果回帰項は極めて有意である（Table17）．雌雄の回帰係数の差の検定の結

集はtD・丁。＞t＞to・亡O n＝95　で有意でない。従って2つの回爆係敷間には本則勺な差はない

ととにたわ、雌雄別に救ふ意味はないことになる。

4）体長と吻長の関係

体長（Ⅹ）と吻長（Y）の闇には

Y8　＝2．02＋0．072（Ⅹ8－2650）

Y宇　ゴ1・97＋0・069（Ⅹ9－26．32）

が得られるFig．10）。雌雄共国師分析の結果回

霧項は極めて有意である（TabIe18）。βとbと

の任意抽出誤差は共にt＞t o皿　だから母回柘係

敷　β　＝0　の倖無仮説は棄却される。従って母

Table．18．
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集叫につ一、て吻長の体長に対する回帰は存在し・その値は大体60・胱拓9－0・0781・90・0643－OJ汀

即の間鱒あると云へよう。雌雄間の差の検定の結果はt川＞t■＞to・竹　n＝95で有意でない

から、此場合も雌雄別に扱っても意味はないことになる。

5）所長と頭高の回踪関係

頭長（Ⅹ）と頭高（．Y）の間には
Y8　＝2．74十0．587（Ⅹ－5．61）

Y？＝2．69＋0．544（Ⅹ－5．51）

が得られる（Fig．11）。雌雄共回厨分析の措栗は極めて有意である（Table19）。βとbとの任意

袖出誤差妊共にt＞t…1だから母回拓係数β＝0の悟無仮説は東邦される。従って母集団に

ついて執高の頭長に封する回悟は存在し．その値は大体古川・別86－0・6654，90・4885～0・5995の

間にあると云へよう。雌應間の差の検定の捺果鱒to．・0＞t＞to．州で有意でないから．雌堆別

工
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紅扱う意味はない。

6）体長と浪径の鞠騒

体長（Ⅹ）と限毎（Y）の間には

Ya＝0．97十0．028（Ⅹ8　－26．50）

Y？＝0・95＋0・027（Ⅹ9　－26．32）

Table．20

Soum oF I Degree of Of l Mean

AnalブSisofco⊥VarianoekhⅣeen也ebdyle11がhandeJe．

が得られる（Fig・12）。雌雄英国蹄分析の結果回膵項抹極めて有意である（TabZe20）。βとbと

の任意抽出誤差は共にt＞to．01だから母回蹄係敷β＝0の倖無情説は棄却される。従って母

農軌こついて、限径の体長に封する回信は存在し．その値は大体80．0241～0．0391及び9　0．025

～0・029の間にあると王へよう。雌雄間の差の検定の結

果はt川＞〉t＞tP・町で有意でない。

7）体長と限後距離の関原

体長（Ⅹ）と限後距離（Y）の間には・

‾　Ya　＝2・詣＋0・0お（Ⅹ8　－26．5リ）

Y字　＝2・56＋0・0糾（Ⅹ9　－26．3j）
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？．

Analysisofco－VariancebetweenthebodyIengthandpostobitalpartofhead・

が得られる（Fig．13）。雌雄共回帰分析の結果妊有意である（Ta切e21）。βとbとの任意抽出誤

差は共に　t＞tomだから、β＝0　の賭無償訳は菜却される。従って母集団について限後距離

の体長に封する回帰は存在し、その価は大体6．0・0762～0・0938，9　0・0785－0・0紗5の間にあると

豆へよう。雌雄間の差の検定の結果はt o．po＞t．＞0．rOで有意でない．

ノ。　8）体長と吻→背鰭の囲係

二．♂0
●00●

句．・q・　晶ノ、JLLJん■一人ケ▲ヅ【MJJ
ん　β一声－■　　　●MJL　　〇一一‥止・－

TabIe．22．

体長（X）と吻→背鰭（Y）の間には

Y8　＝18．55十0．706（Ⅹ8－26．58）

Y？＝＝18．57＋0．7131Ⅹ宇－26．32）

が得られる（Fig・14）。雌堆英国籍分析の綜果

国師項笹極めて有意である（Table22）。βと

bとの任意抽出誤差は共にt＞t o．01だから、

β＝0の膵無仮説は棄却される。従って母集

団について吻→背鰭の体長に対する回妬妊仔

在し、その値は大体80．6秒5－0・7225，♀0・阜

924－0．7336の間にあると云へよう。

An巾由dC←Ⅴ如an虎h知能n血eMyleng仏独d

S．b mF．

（82）



まの換淀の措巣は　to．租＞t＞t。．TOで

豪と吻→胸緒の関係

体長（Ⅹ）と吻→胸堵（Y）の間には

Y8　＝　仇2907Ⅹ8　0・F9・刀

Y箪　＝0．2989　Ⅹ箪　0・約2

Tabk23．

一・」

く・′ht†●し、

潅卵モ●0もか

午′「イー…芋。い、J紬

－∴　∴．●　－∴∵・・■

Analysfsofco－VariancebetweezlthebcdYlengthaqdS．toP．F．

王得られる〔Fig・15）■雌雄共回帰分析の精巣回悟項は極めて有意である（Table23）。雌敬の標
本国鰐係数の差妊t0．70＞t＞t。．細で有意でない。

40）体長と吻→腹緒の関係

体長（Ⅹ）と吻→腹緒（y）の間には

Y8…14・03十0・5252（Ⅹ3－26．50）

Y？＝13．93十0．5260（Ⅹ9－26130）

が得られる（Fig16）。雌雄共回停分析の結果回帰項は極めて有意である（Table別）。βとbと
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の任意抽出訣差は共にt　＞to．01だからβ＝

0の紆無限説ほ菜即される。従って母集団

について吻→腹鰭の体長への回帰は存在し、

その値は大体8　0．5101～0．5403，9　0．510

7－0・5413の闇にあとる云へよう。雌堆間の

差の検定の結果はto．田　＞tで全く有意でな

Vl。



TabIa24．

冒．

AnalI・Sis ofco－Varhncebetween thebodyIengthand S．toV．F．

8要　　　約

q）1951年の9月～12　月に亘わ東北海区で漁獲された主として体長　2包丁n～30cmの　Chわん卜

bisSainz BrevooTr　を扱ひ、体長分布性比Meristiccharactorから　　群 に就ての考

をした。亦体長と魚体各部間の相封成長に就てもその回蹄関係を調べた。

（2）体長分布の辟内分散はHomoge娘）眼と認められず、群間の産は有意である。従って魚群集団♯

踵は極めて複雑で母比を異にした幾つかの・＿　＿一里．＿の存在が考へられ、此間の群の交流は超

めて盛んであろうと考へられ、産卵期及び産卵場に就ての或程度の分離も認められると推定した．

担）雌は雄に比し魚体が大きく、一般に雌の方が成長が良いと考へた。

齢　東北海区を6つのRegionに分けて体長分布の差の検定の結果、厚岸で最も小さく、塩屋

鹿島灘で最も大きい事を認めた。亦各恥gionでは大型魚が早く南下する傾向を翠めた。

（句　各群の性比には有意な差は認められない。性比の平均値は47．64　を示し一般に雄に比し雌

相少い。

（¢　体長と体重の開陳式　　W8＝0・00187La B・2抑

W？＝＝0・00164L9才・2丁‘局　　　を得た。雌雄の回帰係数間には有意な差はない。

灯）静陛骨教の群内分散はFomogeniousと認められない。葺の検定の結典有意な2群を認あ

華蘭椎骨数は主詳64・閲と有意な群朗・18に分け得る事を示した。此主絆は畑中・小坂の

Tr致し、新山・共他の64・41は主群とは明かに異なり有意な群64・18に極めて近い。

背鰭副鰭敦及び背鰭副鰭敦の群内分散は共にHomogeniol】Sで．群間の善の検定の結果は共に

有意で，夫々背鰭副緒敦では主群島22と有意な群5・48及び4．鳩に、智緒副緒敦では主群6．30‾

と有馨な群6．77及び6．04に分け得る事を示した。これは北水研の得た管緒副緒敷平均5．34及び

礫緒凱緒数平均6．55に閥聯がある。以上の措乗は背緒副緒敦と轡緒副緒敦ではほぼ同一の傾向を

元すが、育椎骨数は背惜別厳数及び昏槽副村数と一致した傾向を戻して居ない，扱って東北海国で住2乃至岳の

平均脊椎偏数を異にする群が認められ、その中の1つは夏季の北海道近海の漁陰群と同じものであり戒は少く
とも深い関偶を持つものと推定し是等の事実は東北海区のサ∵′マ　Populadon　内部の着Lt、不均質を意味する
ものと考えた。

㈱　体長と魚体各部位間の相封成長改号＝　十　戒は‾￥ で規はせる。 ‾‾確薙‾ゐ

の差の検定の精兵妊いずれの関係に就ても有意でない。得られた回悍式は女に示す通りである。

（84）








